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み
や
こ
の
じ
ょ
う

ふるさとへの思いを形に  ～ふるさと納税制度スタート～
正しく知ろう！  「認知症」

ムジカ
ロックフェスティバル
in2008 ～証［あかし］～

島津家御領内全図
［しまづけごりょうないぜんず］

　近世の鹿児島藩は、薩摩・大隅の二カ国と
日向国の諸県郡のほか、琉球国まで支配下
に置いていました。その範囲は、北の日向国
諸県郡から南の石垣島まで合わせると、本州
の長さにも匹敵するほど長大なものでした。
この絵図は、国ごとの石高や郷名などが書き
込まれており、当時の鹿児島藩の勢力を見て
取ることができます。　
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ふるさと納税制度のしくみ

特  集

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

ス
タ
ー
ト

「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団
」

　

本
市
で
は
、
寄
付
い
た
だ
い
た
人
を

「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
団
」
の

団
員
と
し
て
登
録
し
、
寄
付
の
状
況
や

活
用
事
業
を
毎
年
度
報
告
す
る
と
と
も

に
、
前
年
度
の
寄
付
者
を
対
象
に
、
地

場
産
品
の
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。

　

本
市
へ
の
寄
付
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と

都
城
を
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
、
都
会
で
暮
ら
す
家
族

や
友
人
な
ど
に「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納

税
応
援
団
」を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

ふるさと

⑤ 所得税還付

④ 確定申告

⑦ 住民税納付

⑥ 住民税決定通知書
控除後の税額で翌年
度の住民税が課税

税務署

住所地の
市区町村

申
告
書

① 寄付を受ける事業
　 のメニューの提示

② 自治体へ寄付

③ 領収書
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納税者

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を「
形
」に

　

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ

と
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
寄
付

と
い
う
形
で
実
現
す
る「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
と
、

寄
付
を
し
た
金
額
か
ら
5
、0
0
0
円

を
除
い
た
額
が
、
寄
付
を
し
た
人
が
住

む
都
道
府
県
、
市
町
村
の
住
民
税
な
ど

の
控
除
対
象
※

と
な
り
ま
す
の
で
、
大

き
な
経
済
的
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な

形
で
、
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
控
除
対
象
限
度
額
は
総
所
得
金
額
等

（
給
与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
を
、

年
金
収
入
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を

そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
額
）の
30
㌫
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ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法

　

寄
付
を
希
望
す
る
人
に
は
、「
都
城

市
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

申
出
書
」（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）
を
送
り
ま
す
の
で
、
申
出
書

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、フ
ァ
ク
ス
、

郵
送（
〒
885-

8
5
5
5
）
ま
た
は
メ
ー

ル
で
経
営
戦
略
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
出
書
提
出
後
、
寄
付
金
の
振
り
込

み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、郵
便
局
、

ま
た
は
所
定
の
金
融
機
関
か
ら
振
り
込

み
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
金
融
機
関

宮
崎
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀
行
、
鹿
児
島

銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
南
日
本

銀
行
、
九
州
労
働
金
庫
、
都
城
信
用
金

庫
、
高
鍋
信
用
金
庫
、
都
城
農
業
協
同

組
合

●
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課　

☎
23-

2
1
1
5

 
 
 
 
 
 
 

FAX 

23-

2
0
0
6

planning@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
か
た
っ
た
寄
付
の

強
要
や
詐
欺
行
為
に
は
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
振
り
込

み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効
活
用
す
る
た
め

「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」を
創
設

寄
付
金
は
、「
都
城
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、

４
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
活
用
し
ま
す
。

寄
付
し
た
人
に
メ
ニ
ュ
ー
を
指
定
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

指
定
が
な
い
場
合
は
市
長
が
い
ず
れ
か
に
振
り
分
け
ま
す
。

ふるさと環境支援
ふるさとの環境や森林を保全する
取り組み

ふるさと子ども支援 
未来を担う子どもを健全に育てる
取り組み

ふるさとまちづくり支援
協働のまちづくりや中心市街地活性化へ
の取り組み 

ふるさとスポーツ・文化振興支援
スポーツ・文化振興事業への取り組み

Ａさんの場合

・４人家族 （夫婦・子ども２人）
・年収　700万円
・個人住民税所得割額　30万円

寄
付
に
伴
う
控
除
の
例

４万円のうち３万5,000円は税金から控除（実質負担5,000円）

都城市に４万円を寄付※
控
除
額
は
、
年
収
・
家
族
構
成
な
ど
で
変

わ
り
ま
す

寄付控除
対象外
5,000円

所得税の
控除額
3,500円

住民税の
控除額

３万1,500円

　 基本控除額  3,500円

　 特例控除額 ２万8,000円

年間総寄付額のうち、
寄付先の数に関係なく
5,000円は控除対象外

Ａさんの場合は、特例控除額の上限
（個人住民税所得割額の1割）は３万円
※４万2,500円寄付したときが上限



2008.8　4

今
後
、
認
知
症
高
齢
者
は

 

急
速
に
増
加
し
ま
す
！

　

日
本
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち

認
知
症
高
齢
者
の
数
が
平
成
27
年
に
は

3
2
3
万
人
、
9
・
3
㌫
ま
で
増
加
し

て
い
く
と
国
は
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
、
本
市
の

高
齢
者
人
口
は
4
万
3
、5
4
6
人
で
、

25
・
2
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
中
で

認
知
症
高
齢
者
は
、
約
4
、3
0
0
人
、

高
齢
者
人
口
の
9
・
8
㌫
と
な
っ
て
お

り
、
国
の
平
均
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

高
齢
化
が
進
行
し
、
認
知
症
高
齢
者
も

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
認
知
症
」

 

苦
し
み
の
源
は
病
気
で
す
！

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働

き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る「
頭
の
中
の

見
え
な
い
病
気
」
で
す
。
そ
の
結
果
、

記
憶
力
や
認
識
力
が
低
下
す
る
な
ど
の

障
が
い
が
起
こ
る
の
で
、
日
常
生
活
の

「
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等
推
進
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
！

正
し
く
知
ろ
う
！
「
認
知
症
」

脳
の
病
気
が
原
因
で
発
症
す
る
認
知
症
。
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も
に

認
知
症
の
高
齢
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
が
住
み
な
れ
た
家
や
地
域
で
、
安
心
し
て
豊
か
に
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
や
地
域

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

３
１
８
４

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
早
期
に
発
見
し
適

切
な
治
療
や
ケ
ア
を
受
け
れ
ば
、
症
状

を
軽
減
し
た
り
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す

る
こ
と
が
可
能
な
病
気
で
す
。

体験をすべて忘れる
ご飯を食べた後、食べ
たこと自体を忘れてし
まう

認知症の物忘れ健康な物忘れ

健康な物忘れと認知症の物忘れの違い

物忘れの自覚がない
忘れていたことを理解
できなくなる

●アルツハイマー型認知症
　β
ベータ

アミロイドという異常なたんぱくが
影響して、神経細胞が破壊されて脳が委
縮するタイプで、最も多い認知症です

●脳血管性認知症
　高血圧症や糖尿病などの生活習慣病
が原因で、脳の血流が阻害されて起き
るタイプです

認知症の２大タイプ

親しい人やよく行く
場所が分からない
家族のことや自宅の場
所が分からない

体験の一部を忘れる
ご飯を食べた後、食べ
たものを忘れることが
ある

物忘れの自覚がある
忘れていたことに自分で
気付くことがある

親しい人やよく行く
場所は忘れない
毎日一緒にいる家族や自
宅の場所などを忘れるこ
とはない

❶認知症の治療は不可能である　　　　　　　　　■■
❷認知症は単なる物忘れとは違う　　　　　　　　■■
❸認知症になると本人は何も分からない　　　　　■■
❹認知症の予防は不可能である　　　　　　　　　■■
❺高血圧症や糖尿病の人は認知症になりやすい　　■■
❻喫煙や飲酒は認知症の発症には関係ない　　　　■■
❼閉じこもりがちな生活は認知症になりやすい　　■■

　　　　　 　　　　　　※答えは次のページ

あなたの認知症理解度チェック
（○×で答えてください）
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ま
ず
は
、
認
知
症
の
こ
と
を

 

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
！

　

年
を
取
る
と
、
物
忘
れ
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
多
少
増
え
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
年
相
応
の
物
忘
れ

と
い
う
場
合
が
多
く
、
脳
の
細
胞
が
壊

れ
機
能
が
低
下
す
る
認
知
症
の
病
気
と

は
根
本
的
に
違
う
も
の
で
す
。

　

正
し
く
認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
本
市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
、
認
知
症
学
習
会
「
認
知

症
っ
て
な
〜
ん
だ
？
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
講
師
の
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度

は
13
カ
所
で
実
施
し
、
約
5
0
0
人
が

参
加
。
今
年
度
も
、
各
地
域
で
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

頑
張
り
過
ぎ
ず
に
、

 

気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

認
知
症
を
患
っ
た
人
の
介
護
期
間

は
、
年
齢
や
認
知
症
の
種
類
な
ど
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
周
り
が
気
付
い

て
か
ら
平
均
10
年
近
く
と
言
わ
れ
て
お

り
、
認
知
症
の
介
護
に
は
と
て
も
長
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
24
時
間
3
6
5

日
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
認
知
症
の
症

状
。
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
に
も
、
日

常
の
生
活
の
中
で
大
き
な
負
担
が
掛
か

り
、
家
族
も
疲
れ
切
っ
て
共
倒
れ
し
て

し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
へ
の
対
応
は
比
較
的
元
気
な

初
期
が
肝
心
で
す
。「
症
状
が
軽
い
の

で
」
と
対
応
を
先
延
ば
し
せ
ず
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
を
一
緒
に

支
え
、
乗
り
越
え
る
手
助
け
を
し
て
く

れ
る
専
門
職
と
協
力
し
た
り
、
相
談
で

き
る
仲
間
を
持
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
機
関

・
各
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

・
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

　

☎
25-

2
1
2
3

・
㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

宮
崎
県
支
部
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

　

☎
23-

3
9
1
9

チ
ー
ム
で
一
緒
に
、
も
っ
と
楽
に

 

楽
し
い
介
護
の
実
現
を
！

　

現
在
、
本
市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
認
知
症
ケ
ア
を
考
え
る
実

践
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
ス
タ
ー
ト

し
た
認
知
症
ケ
ア
講
座
に
、
こ
れ
ま
で

延
べ
約
4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
本
人
と
家
族
、
そ
し
て
介
護

専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
た
介
護
を
実
践
し
、
安

心
し
て
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

ど
ん
な
に
認
知
症
が
進
ん
で
も
、

 
心
は
豊
か
に
生
き
て
い
ま
す
！

　

認
知
症
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
感

情
が
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

記
憶
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
な
っ
て
い
き

ま
す
が
、
瞬
間
瞬
間
に
感
じ
る
喜
怒
哀

楽
は
と
て
も
豊
か
で
す
。
認
知
症
高
齢

　認知症にならないためには、まず高血

圧症や糖尿病などの生活習慣病を予防す

ることです。友だちと会話を楽しんだり、

地域の行事に参加したりして日常の生活を

活動的にすることも大切。また、家族が

認知症になったときは、決して相手が言っ

たことを否定せず、穏やかに接することが

第一。しかったりすると病気が余計悪くな

るので、腹を立てないで相手を立ててくだ

さい。近所に認知症の人がいた場合には

さりげなく見守ってあげましょう。

者
や
そ
の
家
族
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
常
の
生
活
を

日
常
の
生
活
を

活
発
に
し
ま
し
ょ
う

活
発
に
し
ま
し
ょ
う

　Interview インタビュー

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
村  

節
子
さ
ん

　❶×　適切な治療を行えば、症状を軽くしたり進行を遅らせたりできます
　❷○　体験したことや家族と自分との関係が分からなくなります
　❸×　重度な認知症であっても、感情やその人らしさは保たれています
　❹×　生活習慣の改善などで予防は可能と考えられています
　❺○　脳血管性認知症だけでなく、アルツハイマー型認知症のリスクも高めます
　❻×　喫煙や多量の飲酒は認知症のリスクを高めます
　❼○　閉じこもりがちな生活は、認知症や介護を必要とする状態になる原因となり
　　　　ます

<認知症について正しく理解しましょう>

前ページの質問の答え
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【
乳
幼
児
医
療
費

の
現
状
】

　

本
市
で
は
、
現

在
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
と
し
て
、
入
院
医
療
費
に

つ
い
て
は
小
学
校
就
学
前
ま
で
、
外

来
医
療
費
に
つ
い
て
は
5
歳
到
達
月
ま

で
、
1
医
療
機
関
当
た
り
月
額
3
5
0

円
の
自
己
負
担
額
を
超
え
る
額
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
10
月
か
ら
の

拡
充
内
容
】

　

10
月
か
ら
5
歳

以
上
就
学
前
ま
で

の
幼
児
の
外
来
医
療
費
の
助
成
を
始
め

ま
す
。
県
が
3
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の

幼
児
の
外
来
医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己

負
担
額
8
0
0
円
を
超
え
る
額
の
助
成

を
始
め
る
の
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
も

の
で
す
が
、
本
市
で
は
す
で
に
3
歳
以

上
5
歳
到
達
月
ま
で
の
外
来
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
自
己
負
担
額
3
5
0
円
を

超
え
る
額
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
拡
充

10
月
か
ら
５
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
幼
児
の
外
来
医
療

費
助
成
が
始
ま
り
ま
す
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

子
育
て
を
応
援

　

本
市
以
外
の
県
内
8
市
の
中
に
は
、

県
と
同
様
、
3
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の

自
己
負
担
額
を
8
0
0
円
で
実
施
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
中
、
本
市
で
は
現
行
の

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
3
歳
以

上
5
歳
到
達
月
ま
で
の
自
己
負
担
額
に

つ
い
て
は
3
5
0
円
で
据
え
置
き
、
5

歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
自
己
負
担
額
だ

け
を
8
0
0
円
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、入
院
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
で
す
。

【
新
し
い
受
給
資
格
証
】

　

制
度
の
拡
充
に
伴
い
、
受
給
資
格
証

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら

は
、
新
し
い
受
給
資
格
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。
新
し
い
受
給
資
格
証
は
、
9

月
中
旬
以
降
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
受
給
資
格
証
が
新
し
く
な
る

に
当
た
っ
て
、
特
に
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
や
児
童
手
当
受

給
の
状
況
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

3歳未満
自己負担額350円

3歳未満
自己負担額350円

3歳以上～5歳到達月
自己負担額350円

3歳未満
自己負担額350円

3歳以上～就学前
自己負担額800円

宮崎県と都城市における乳幼児医療費助成制度改正のイメージ（外来医療費）

2008年10月以降2008年10月以降

宮崎県

都城市

宮崎県
※３歳以上は
　所得制限あり

都城市
※所得制限なし

5歳以上～就学前
自己負担額800円

3歳未満
自己負担額350円

3歳以上～5歳到達月
自己負担額350円

おいでよ！ ●自己負担額は、１医療機関当たりの月額です
●調剤薬局については、自己負担はありません
●医療費のうち、入院時の食事代や差額室料など保険給付の対象とならないものについては、助成対象とはなりません

（10月からの拡充部分）
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「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
活
動
内
容

　

地
域
の
大
人（
ス
タ
ッ
フ
）
た
ち
と

一
緒
に
宿
題
を
し
た
り
、
将
棋
や
ト
ラ

ン
プ
な
ど
の
室
内
遊
び
、
ボ
ー
ル
や
縄

跳
び
を
使
っ
た
屋
外
遊
び
を
し
た
り

し
て
過
ご
し
ま
す
。
ま
た
、
週
末
や
夏

休
み
な
ど
に
は
、
料
理
教
室
や
星
空
観

察
な
ど
の
体
験
活
動
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

家
庭
や
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

に
も
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
り
、
地

域
社
会
の
中
で
心
豊
か
に
は
ぐ
く
ま
れ

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象

　

原
則
と
し
て
、小
学
1
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
の
児
童（
た
だ
し
、中
学
生
や

保
護
者
同
伴
の
幼
児
の
参
加
も
可
能
）

●
参
加
費

保
険
料
と
し
て
年
間
6
0
0
円
。

た
だ
し
、
体
験
活
動
に
必
要
な
材
料
代

な
ど
は
、
個
人
負
担

●
開
催
時
間
・
日
数

　

原
則
と
し
て
、
15
時
か
ら
17
時
ま
で

で
、
年
間
90
日
。
土
・
日
曜
日
に
開
催

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
教

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
そ
の
他

　

各
教
室
は
、
自
由
に
見
学
で
き
ま
す

が
、
必
ず
教
室
ス
タ
ッ
フ
に
一
言
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い

＜ 実施地区・連絡先 ＞

地区 教室名 開催場所 開催曜日 連絡先

姫城地区 姫キッズ夢クラブ 姫城地区公民館
明道・南小グラウンド 水・金曜日 姫城地区公民館

☎46-2603

小松原
地区

みんなの
ふれあい広場

小松原地区公民館
ふれあい広場（志比田町） 月・木曜日

小松原地区公民館
☎24-1900

祝吉地区 子ども
ふれあい教室 祝吉地区公民館 火・水曜日 祝吉地区公民館

☎23-2890

横市地区 横市こどもクラブ 横市地区公民館
横市地区体育館 水・土曜日 横市地区公民館

☎25-2257

上長飯
小学校区

上長飯小放課後
子ども教室 上長飯小学校体育館 火・水曜日 妻ケ丘地区公民館

☎23-8592

吉之元
小学校区 元気っ子クラブ 吉之元小学校内 月～金曜日 元気っ子クラブ

☎33-1656

夏尾
小学校区

夏尾小放課後
子ども教室 夏尾小学校内 月～金曜日

夏尾小放課後
子ども教室
☎33-1833

西岳
小学校区 岳ん子クラブ 西岳小学校内 月～金曜日 岳ん子クラブ

☎33-1603

御池
小学校区 みいけっ子ひろば 御池小学校内 月・水

木曜日
みいけっ子ひろば
☎33-1806

～子どもの居場所づくり～

本市では、学校の放課後に子どもたちが安全に安心して過
ごせる居場所をつくるため、昨年、学校や地区公民館など
を利用した「放課後子ども教室」を創設しました。今年は
内容をさらに充実させて、市内９カ所で取り組んでいます。
 ●問い合わせ　生涯学習課　☎ 23-9545

教室を見守る
安全管理員の人たち
　　　　　   より

　私たち安全管理員は、子ど
もたちが安全でけがなく思いっ
きり遊べるように、活動の様子
を見守るとともに、地域に根ざ
した体験活動や交流活動など
を実施しています。
　また、地域の大人や異年齢
の子どもたちとの交流がスムー
ズにできるように気を配ってい
ます。

姫
キ
ッ
ズ
夢
ク
ラ
ブ

安
全
管
理
員

西
国
原  

美
千
代
さ
ん

おいでよ！
おいでよ！
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都
市
計
画
提
案
制
度

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

都
市
計
画
の
提
案
が
行
え
る
仕
組
み
が

整
い
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
的
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
自
ら
が
都
市
計

画
の
決
定
や
変
更
を
提
案
で
き
る
も
の

で
す
。

 

提
案
が
で
き
る
の
は
誰

　

土
地
の
所
有
者
や
借
地
権
者
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
経
験
と
知
識

を
持
っ
た
人
な
ど
が
提
案
で
き
ま
す
。

 

ど
ん
な
計
画
が
提
案
が
で
き
る
の

　

す
べ
て
の
都
市
計
画
に
提
案
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、
現
在
策
定
中
の
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
を
除
い
た

本
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
目
標

を
掲
げ
、
住
み
良
い
住
環
境
を
つ
く
る

ル
ー
ル
を
定
め
る
地
区
計
画
な
ど
の
提

案
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

 

提
案
で
き
る
条
件
は

①
5
0
0
0
平
方
㍍
以
上
の
一
体
的
な

区
域
で
あ
る
こ
と

②
都
市
計
画
に
関
す
る
法
令
上
の
基
準

な
ど
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

③
①
の
区
域
内
の
土
地
に
お
い
て
、
所

有
者
な
ど
の
3
分
の
2
以
上
の
同
意

が
あ
る
こ
と

※
こ
れ
ら
の
条
件
を
確
認
す
る
た
め
、

相
当
期
間
の
事
前
審
査
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

 

事
前
の
相
談
は

　

手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
、
助
言
な

ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
提
案
を
行
う
前

に
必
ず
都
市
計
画
課
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

 

提
案
に
対
す
る
判
断

　

都
市
計
画
法
、
そ
の
ほ
か
の
法
令
に

基
づ
く
都
市
計
画
に
関
す
る
基
準
へ
の

適
合
に
加
え
、
周
辺
住
民
な
ど
へ
の
説

明
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、
実
現
性
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

 

詳
し
い
こ
と
は

　

都
市
計
画
の
決
定
や
提
案
に
必
要
な

書
類
、
提
出
先
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
例

規
集
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2

都
市
計
画
提
案
の
大
ま
か
な
流
れ

みんなで考えよう！ 自分たちのまちづくり

①
事
前
相
談
・
都
市
計
画
提
案

②
受
け
付
け
・

　

書
類
確
認

③
都
市
計
画
決
定
、変
更
の
必
要
性
の

判
断

※
都
市
計
画
に
関
す
る
基
準
へ
の
適
合
性
、

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、地
権
者
な
ど
の
合

意
、事
業
実
施
の
確
実
性
な
ど

④
都
市
計
画
案
の
作
成
、

　

地
元
説
明
会
な
ど
の
開
催
、

　

案
の
公
告
・
縦
覧

⑥
都
市
計
画
の

決
定（
変
更
）

⑤
都
市
計
画
審
議
会

⑥
提
案
者
に

通
知

提
案
を
踏
ま
え
て

提
案
を
踏
ま
え
て

都
市
計
画
決
定
を

都
市
計
画
決
定
を

す
る
場
合

す
る
場
合

都市計画決定を都市計画決定を
しない場合しない場合
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❖
雇
用
状
況 

　

平
成
19
年
3
月
現
在
の
調
査
で
は
、

都
城
圏
域
の
高
校
・
高
専
・
専
門
学
校

7
校
の
新
規
卒
業
者（
進
学
者
除
く
） 

7
5
1
人
の
就
職
状
況
は
、
県
内
就
職

者
が
3
6
8
人（
49
㌫
）、
県
外
就
職

者
が
3
8
3
人（
51
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
有
効
求
人
倍
率

は
0
・
59
倍
、
失
業
率
は
3
・
7
㌫
と
、

県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人
に
と
っ

て
は
、苦
難
の
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖
企
業
支
援
策 

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
、

雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の

要
件
を
ク
リ
ア
し
た
立
地
企
業（
地
場

企
業
、
進
出
企
業
な
ど
）
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
支
援（
優
遇
措
置
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
固
定
資
産
税
の
免
除

②
雇
用
奨
励
金
の
交
付

③
工
場
用
地
取
得
補
助
金
の
交
付

④
工
場
な
ど
関
連
施
設
整
備
補
助
金
の

交
付

❖
現
在
の
企
業
立
地
状
況 

　

本
市
で
は
、
優
遇
措
置
な
ど
を
活
用

し
て
企
業
立
地
に
努
め
て
お
り
、
平
成

18
年
１
月
の
合
併
以
降
、
14
社
が
立
地

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
製
造
業
が

8
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
の
進
出
が
目
立
っ
て
お

り
、
こ
の
2
年
で
立
地
し
た
14
社
中
6

社
が
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル（
中
町
）に
は
、

今
年
に
入
っ
て
相
次
い
で
3
社
の
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
が
立
地
し
、
今
後
、
約
6

6
0
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

工
業
振
興
課　

☎
23-

２
７
５
３

企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

□
高
校
で
出
張
授
業

尾
崎
商
事
株
式
会
社
都
城
工
場

　

学
生
服
の
国
内
シ
ェ
ア
25
㌫
を
誇

る
尾
崎
商
事（
年
見
町
）
で
は
、
被

服
製
作
を
課
題
研
究
し
て
い
る
高
城

高
校
の
学
生
に
服
づ
く
り
へ
の
考
え

方
や
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
な
ど

の
授
業
を
行
っ
た
り
、
工
場
見
学
を

受
け
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
通
し
て
社
会
貢

献
に
努
め
て
い
ま
す
。

□
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大

株
式
会
社
シ
ン
コ
ー

企
業
紹
介

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
企
業

や
特
色
の
あ
る
企
業
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い｢

企
業
の
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み｣

を
紹
介
し
ま
す
。

　

旧
高
城
町
の
立
地
企
業
第
1
号
と

し
て
今
年
40
周
年
を
迎
え
た
九
州
で

唯
一
の
練
り
ゴ
ム
メ
ー
カ
ー
、
シ
ン

コ
ー
。
同
社
で
は
、
障
が
い
者
雇
用

の
拡
大
に
努
め
て
お
り
、
国
の
定
め

る
雇
用
率
1
・
8
㌫
、
平
成
19
年
6

月
1
日
現
在
の
県
内
平
均
雇
用
率

1
・
94
㌫
を
上
回
る
約
11
㌫
も
の
障

が
い
者
雇
用
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
障
が
い
者
の
雇
用
や
再
雇
用

に
も
取
り
組
み
、
地
域
に
密
着
し
た

企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
地
域密
着
！

密
着
！

企業立地が進む高木原工業団地（都城インターチェンジ付近）
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幻
想
的
な
明
か
り
で
夏
の
夜
を
演
出

 
灯と

う

篭ろ
う

夜や　

プ
ラ
ザ
で
六
月
灯

　
「
夏
至
と
冬
至
の
日
に
は
明
か
り
を
消

し
て
ス
ロ
ー
な
夜
を
過
ご
そ
う
」
を
合

言
葉
に
開
催
さ
れ
て
い
る「
百
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
も
6
月

21
日
、「
灯
篭
夜　

プ
ラ
ザ
で
六
月
灯
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
照
明
を
落
と
し
た

館
内
に
は
、
六
月
灯
を
テ
ー
マ
に
し
た

約
5
0
0
個
の
灯
ろ
う
や
夜
店
が
並
び
、

関
係
者
も
浴
衣
姿
で
雰
囲
気
を
演
出
。

集
ま
っ
た
観
客
は
、
ほ
の
か
な
灯
ろ
う

の
明
か
り
の
中
で
披
露
さ
れ
た
迫
力
あ

る
ゴ
ス
ペ
ル
や
涼
し
げ
な
ス
チ
ー
ル
ド

ラ
ム
の
音
色
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、幻

想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

児
童
が
育
て
た
米
を
学
校
給
食
に

 

特
別
栽
培
米
ぼ
ん
ち
そ
だ
ち
の
田
植
え

　

安
心
安
全
な
お
米
を
作
ろ
う
と
、
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
育
て
ら
れ
て
い

る
横
市
地
区
の
特
別
栽
培
米
。
6
月
24

日
に
都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
横
市

町
）近
く
の
水
田
で
特
別
栽
培
米
の
田

植
え
が
行
わ
れ
、
西
小
学
校
5
年
の
児

童
98
人
が
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
苗
を
一

本
一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
ら
は
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を
通
し
て

米
作
り
を
学
ぶ
ほ
か
、
収
穫
し
た
米
は

初
め
て
学
校
給
食
用
の
米
飯
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。
参
加
し
た
宇
都
智
裕
君
は

「
自
分
た
ち
で
育
て
た
米
を
食
べ
る
の

が
楽
し
み
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伝
統
文
化
に
触
れ
、あ
ふ
れ
る
笑
い

 

小
学
校
巡
回
寄
席

　

伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
、
6
月
24
日
か
ら
27
日
ま

で
市
内
の
小
学
校
8
校
で
巡
回
寄
席
が

開
か
れ
ま
し
た
。
26
日
に
寄
席
が
開
か

れ
た
高
城
小
学
校
で
は
、
柳
家
一
琴
さ

ん
が
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
て
落
語
の

楽
し
み
方
を
解
説
し
た
後
、
寿じ
ゅ

限げ

無む

な

ど
の
落
語
や
曲
芸
を
披
露
。江え

戸ど

太だ
い

神か
ぐ
ら楽

の
傘
回
し
体
験
で
は
、
挑
戦
し
た
児
童

が
成
功
す
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
が
わ

き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
6
年
生
の
谷

口
真ま

な
ふ
み典

君
は「
寿
限
無
は
教
科
書
で
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
実
際
に
耳
と

目
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
楽
し
さ
が
倍

増
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

半
世
紀
を
迎
え
た
伝
統
の
球
宴

 

自
治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

7
月
6
日
、
自
治
公
民
館
対
抗
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
山
田
町
内
の
4
会
場
で
開
催
さ

れ
、
両
種
目
に
51
チ
ー
ム
約
7
0
0
人

が
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
で
50
回
目
の

節
目
を
迎
え
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
、
過
去
の
成
績
を
基
に
パ
ー
ト
別
に

対
戦
。
会
場
で
は
練
習
を
積
ん
で
き
た

選
手
た
ち
の
熱
い
プ
レ
ー
に
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
、
参
加
者
ら
も
気
持
ち
の

い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
谷
頭
第

5
公
民
館
の
中
島
成
己
監
督
は「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
最
高
。
優
勝
す
る
力
は
あ

る
の
で
負
け
ら
れ
な
い
」
と
12
連
覇
を

目
指
し
て
気
合
い
十
分
で
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

 

高
崎
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

高
崎
地
区
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
祭
が

7
月
6
日
、
町
内
の
各
施
設
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
21
回
目
の
今
年
は
、
自
治
公

民
館
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
競
技

の
弓
道
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
9
種
目

に
合
わ
せ
て
約
1
、0
0
0
人
が
出
場
。

各
会
場
で
は
住
民
同
士
が
日
ご
ろ
鍛

え
た
腕
を
競
い
合
っ
た
り
、
弁
当
を
囲

み
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
出
場
し
た

上
原
ア
ヤ
子
さ
ん
は「
足
の
リ
ハ
ビ
リ

に
も
な
り
、
ま
す
ま
す
元
気
に
な
り
そ

う
」
と
年
に
1
回
の
大
会
を
健
康
増
進

に
役
立
て
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

勝
利
を
呼
ぶ
リ
ベロ
、母
校
に
凱が
い

旋せ
ん

 

津
曲
勝
利
選
手
壮
行
式

　

全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
守
備
の
要
と
し
て
16
年
ぶ
り
と
な
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
貢
献
し
た
津
曲

勝
利
選
手
の
壮
行
式
が
7
月
8
日
、
母

校
の
都
城
工
業
高
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
よ
そ
7
0
0
人
の
生
徒
に
拍
手

で
迎
え
ら
れ
た
津
曲
選
手
は「
卒
業
生

と
し
て
誇
れ
る
プ
レ
ー
を
し
た
い
」
と

活
躍
を
誓
っ
た
ほ
か
、「
目
標
は
高
い
ほ

う
が
達
成
し
た
喜
び
は
大
き
い
。
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

後
輩
を
激
励
。
生
徒
を
代
表
し
て
瀬
之

口
大
樹
君
が「
最
終
予
選
は
感
動
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
金
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

親
子
で
陶
芸
の
楽
し
さ
味
わ
う

 

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

　

夏
休
み
中
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

に
陶
芸
体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
、
7

月
19
日
か
ら
8
月
10
日
ま
で
高
城
町
の

「
竹ち
く
ら楽
館
」
で
、親
子
陶
芸
教
室
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
作
品
の
題
材
は
、
樹
木

の
木
肌
を
写
し
取
っ
た
自
然
の
風
合
い

が
優
し
い
貯
金
箱
。参
加
し
た
親
子
は
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
、
真
剣

な
表
情
で
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
教
室
初
日
に
参
加
し
た
中
石
皓こ
う
だ
い大

君（
三
股
西
小
1
年
）
は
、「
陶
芸
は
初

め
て
。
飾
り
の
カ
ブ
ト
ム
シ
付
け
が
難

し
か
っ
た
け
ど
、
ま
た
挑
戦
し
た
い
。

早
く
完
成
品
を
見
た
い
」
と
焼
き
上
が

り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

暑
い
夜
に
背
筋
が
ひ
ん
や
り

 

ラ
ウ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

　

真
夏
の
夜
に
涼
し
げ
な
雰
囲
気
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ン

サ
ー
ト
が
7
月
19
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
照
明
を

落
と
し
た
会
場
で
は
、
都
城
お
か
し
む

じ
会
の
語
り
部
が
小
道
具
や
効
果
音
な

ど
で
演
出
し
な
が
ら「
や
ま
ん
ば
の
は

な
し
」
な
ど
の
恐
ろ
し
い
昔
話
で
観
客

の
涼
を
誘
っ
た
ほ
か
、
高
城
小
学
校
の

児
童
が
涼
し
げ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル

や
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
を
奏
で
ま
し
た
。

曽
於
市
か
ら
訪
れ
て
い
た
園
田
美
千
代

さ
ん
は「
会
場
の
演
出
と
怪
談
と
が
相

乗
効
果
と
な
り
、
と
て
も
良
か
っ
た
」

と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。



2008.8　12

都
城
駅
前
に
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
結
成

さ
れ
た
街
づ
く
り
団
体「
ウ
エ
ス
ト
・

サ
イ
ド
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ド（
西
側
大

通
り
）実
行
委
員
会
」。
5
月
に
は

同
駅
近
く
の
駐
車
場
で
幅
広
い
年
齢

層
の
約
2
0
0
人
を
集
め
て
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
実

行
委
員
会
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
自
営

業
、
公
務
員
な
ど
職
業
も
年
齢
も
さ

ま
ざ
ま
な
10
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
年
4
回
以
上
の
野
外

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
メ
イ
ン
に
駅
周
辺

の
活
性
化
策
を
探
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
団
体
設
立
の
中
心
人
物
が
、
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
街

を
舞
台
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
か
か
わ
っ
て
き
た
為
田
和
代
さ

ん（
志
比
田
町
）で
す
。

　

12
年
前
に
熊
本
県
か
ら
夫
の
転
勤

で
都
城
市
へ
移
り
住
み
、
生
来
の
好

奇
心
旺
盛
な
性
格
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
で
役
員
や
実
行
委
員
を
務
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
き
た
為
田

さ
ん
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
私
の
一

番
の
財
産
。会
議
室
の
中
で
は
な
く
、

現
場
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
築
い
た

関
係
だ
か
ら
信
頼
し
あ
え
る
」と
話

す
為
田
さ
ん
の
も
と
に
は
、
県
内
各

地
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
や

依
頼
が
舞
い
込
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
い
う
肩
書
き
に
も
か
か

わ
ら
ず
、イ
ベ
ン
ト
嫌
い
を
公
言
し
、

「
イ
ベ
ン
ト
当
日
が
大
切
な
ん
じ
ゃ

な
く
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
や
、
プ
ロ
セ
ス
が
重

要
な
ん
で
す
」と
い
う
言
葉
に
も
表

れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
が
歩
き
た
く

な
る
街
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

思
い
出
が
あ
ふ
れ
る
街
を
作
り
た
い

と
い
う
為
田
さ
ん
の「
街
づ
く
り
」

に
対
す
る
思
い
は
熱
い
。

西
Scenery of a person

街づくり団体「ウエスト・サイド・ブールバード
（西側大通り）実行委員会」代表

為田 和代さん
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第32回 宮崎県立都城工業高等学校
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高
校
卒
業
と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
の

都
城
を
離
れ
て
、
な
ん
と
32
年
の
月
日

が
経
ち
ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
、
鹿

児
島
、
神
奈
川
、
福
岡
、
大
阪
、
東
京

と
転
居
し
て
回
り
ま
し
た
。
各
地
そ
れ

ぞ
れ
に
地
域
特
性
が
あ
り
、
と
て
も
い

い
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
都
城
に
対
す
る
思

い
は
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た「
比

較
に
な
ら
な
い
」位
置
付
け
で
、
私
の

心
の
中
に
あ
り
ま
す
。
結
局
、「
天
命

を
知
る
」
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
の
18
年
間
が
、

今
の
自
分
の
ベ
ー
ス
を
つ
く
り
育
て
て

く
れ
た
の
だ
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

親
兄
弟
や
友
人
、そ
し
て
ふ
る
さ
と「
都

城
」に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、10
年
ぶ
り
に
九
州（
福
岡
）に
、

転
勤
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
周
囲
の
人

と
の
会
話
の
中
で
、「
み
や
こ
ん
じ
ょ
」

を
感
じ
る
機
会
も
多
く
な
り
、
改
め
て

ふ
る
さ
と「
都
城
」
に
対
す
る
、
思
い

と
期
待
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
今
で

も
な
か
な
か
帰
省
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

都
城
に
入
っ
て
、
高
千
穂
峰
を
目
に
す

る
と
懐
か
し
さ
と
同
時
に
、や
は
り「
頑

張
ろ
う
」
と
い
う
勇
気
が
ふ
つ
ふ
つ
と

わ
い
て
き
ま
す
。

　

広
域
合
併
に
よ
り
、
九
州
に
お
け
る

都
城
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
産
業
育
成
や
企
業
誘
致
、
教
育
や

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
、
観
光
開
発
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
、
広
域
交
流
拠
点
都
市

と
し
て
、
南
九
州
の
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。「
頑
張
れ
！　

み
や
こ
ん

じ
ょ
」

昭和32年生まれ。山田町出身。
KDDI コンシューマ九州支社長。平
成元年、第二電電（現 KDDI）入社。
ａｕ営業本部ａｕ広域営業部長を経
て、平成19年10月より現職。

　

私
た
ち
が
通
う
都
城
工
業
高
校
は
、

男
子
9
割
、
女
子
1
割
と
い
う
大
変
男

子
生
徒
の
多
い
学
校
で
、
未
来
を
担
う

工
業
の
専
門
的
な
知
識
を
学
べ
る
素
晴

ら
し
い
学
校
で
す
。
生
徒
は
皆
、
規
則

正
し
く
と
て
も
元
気
が
あ
り
ま
す
。
先

輩
の
中
に
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
に
入
団
し
た
大
田
原
隆
太
さ
ん
や
、

今
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

男
子
バ
レ
ー
の
津
曲
勝
利
さ
ん
な
ど
も

い
て
、
卒
業
生
が
日
本
中
で
活
躍
し
て

い
る
県
内
屈
指
の
伝
統
校
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
生
徒
会
役
員
は
、
今

年
か
ら
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め
ま

し
た
。
学
校
中
に
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交

う
よ
う
、
毎
週
月
曜
日
に
正
門
に
立
っ

て
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め
た
当
初

は
、
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
な
い
人

も
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
皆
、
進
ん
で

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
で
一
番
あ
い
さ
つ
の
で

き
る
学
校
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

あ
い
さ
つ
運
動
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

部
活
動
は
、
体
育
系
、
文
化
系
、
工

業
系
と
も
に
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
行
事
も
充
実
し
て

お
り
、
中
で
も
秋
に
行
わ
れ

る
体
育
祭
で
は
、
都
工
体
操

と
い
う
歴
史
あ
る
体
操
を

し
ま
す
。
こ
の
体
操
は
、
男

子
生
徒
の
み
で
構
成
さ
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
な
け
れ
ば
決
し

て
完
璧
に
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
非
常
に
団
結
力
の
高
ま
る
体
操
で

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
都
工
体
操
を
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
律
・
友
愛
・
創
造
」
の
校
訓
の

よ
う
に
、
今
後
も
友
情
を
深
め
、
鳥
の

羽
を
あ
し
ら
っ
た
校
章
の
ご
と
く
、
大

空
に
羽
ば
た
く
よ
う
に
飛
躍
す
る
都
工

生
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
自
律・友
愛・創
造
」

都
城
工
業
高
校
生
徒
会 

Miyakonojo Industrial High schoolMiyakonojo Industrial High school

◎学校のシンボル
「校内に咲く
 あじさいの花」
　毎年、梅雨時期には学校の前
の道路にあじさいの花が咲き誇
り「あじさいロード」と呼ばれて
います。あじさいロードを抜け正
門をくぐると、校内にもあじさい
の花がたくさん咲いており、本校
の花・シンボルとなっています。

櫻原  富男 （さくらばら とみお）

【
感
謝
と
頑
張
れ
！  

み
や
こ
ん
じ
ょ
】

櫻
原　

富
男 

さ
ん
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平
成
20 
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分　

①
一
般
行
政
職（
高
卒
程
度
・

土
木
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
）

②
消
防
吏
員（
高
卒
程
度
・
救
急
救
命
士
）

●
第
１
次
試
験　

10
月
19
日
㈰

●
そ
の
他　

採
用
人
数
、
試
験
会
場
な
ど

詳
し
い
試
験
案
内
は
、「
暮
ら
し
の
情
報
」

（
8
月
15
日
発
行
）に
掲
載
し
ま
す

問　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

市
役
所
臨
時
職
員

【
保
育
士
】

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
、
5
人
程
度

●
勤
務  

7
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
1
日

8
時
間（
週
40
時
間
）以
内

※
早
出
、
遅
出
、
土
曜
日
出
勤
あ
り

●
賃
金　

日
額
7
、2
0
0
円
程
度

【
ご
み
収
集
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

健
康
で
体
力
に
自
信
が

あ
る
人
、
若
干
名

●
勤
務

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分（
週
40
時
間
）

●
賃
金　

日
額
6
、9
2
0
円

【
一
般
事
務
】

●
対
象
・
定
員　

パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル

や
ワ
ー
ド
）操
作
が
で
き
る
人
、5
人
程
度

●
勤
務　

週
30
時
間

●
賃
金　

月
額
9
万
7
、5
0
0
円（
一

般
事
務
）〜
10
万
円（
学
校
事
務
）

●
勤
務
地　

各
総
合
支
所
ま
た
は
高
崎
管

内
の
小
学
校

【
登
記
事
務
】

●
対
象
・
定
員　

登
記
事
務
の
経
験
が
あ

る
人
、
若
干
名

●
勤
務　

9
時
〜
16
時（
週
30
時
間
）

●
賃
金　

月
額
9
万
7
、5
0
0
円

●
勤
務
地　

高
崎
ま
た
は
山
田
総
合
支
所

　

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書
お
よ

び
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
職
員

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
へ
提
出

※
採
用
は
主
に
20
年
10
月
か
ら

問　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

保
育
士
は
、こ
ど
も
課 

☎
23-

2
6
8
4

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

●
掲
載
料　

1
カ
月
1
万
5
、7
5
0
円

　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

●
掲
載
期
間　

12
カ
月

※
今
年
度
は
9
月
〜
21
年
3
月
ま
で
の

　

7
カ
月
間

●
受
付
期
間　

8
月
1
日
㈮
〜
20
日
㈬

　
「
市
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
バ
ナ
ー
広
告
原
稿

（
デ
ー
タ
）
と
会
社
概
要
が
分
か
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
添
え
て
、
秘
書
広
報
課
へ

※「
都
城
市
広
告
掲
載
要
綱
」
の
規
定
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

広告

広告

広告

広告

広告

バナー広告
５枠募集

●広告の位置
　都城市ホームページのトップページ
　（上図参照）
●募集枠数
　5枠　※枠位置の指定はできません
●規格
　①サイズ　縦 55ピクセル×横 170ピクセル
　②データ容量　10 ㌔バイト以内　
　③形式　GIFまたはJPEG（アニメ不可）
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自
衛
官
な
ど

①
防
衛
大
学
校
学
生

●
定
員

【
推
薦
】
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
約
30
人

（
う
ち
女
子
約
5
人
）、
理
工
学
専
攻
約

1
0
0
人（
う
ち
女
子
約
5
人
）

【
一
般
】
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
約
65
人

（
う
ち
女
子
約
5
人
）、
理
工
学
専
攻
約

2
8
5
人（
う
ち
女
子
約
25
人
）

●
対
象　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
で
、
21

歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）
の
人

※
推
薦
に
つ
い
て
は
高
等
学
校
長
の
推
薦

な
ど
が
別
途
必
要

●
試
験
日

【
推
薦
】
9
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

【
一
般
】
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

●
定
員　

約
80
人

●
対
象　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
で
、
21

歳
未
満
の
人

●
試
験
日　

11
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

③
看
護
学
生

●
定
員　

約
70
人（
陸
上
）

●
対
象　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
で
、
24

歳
未
満
の
人

●
試
験
日　

10
月
25
日
㈯

④
陸
上
自
衛
官（
看
護
）

●
定
員　

約
5
人

●
対
象　

看
護
師
免
許
を
有
し
、保
健
師
、

助
産
師
免
許
を
有
す
る
人（
見
込
み
含
む
）

で
36
歳
未
満
の
人

●
試
験
日　

11
月
23
日
㈰

●
受
付　

9
月
8
日
㈪
〜
30
日
㈫

①
の
推
薦
の
み
9
月
5
日
㈮
〜
9
日
㈫

※
平
成
21
年
3
月
に
高
等
学
校
お
よ
び
中

等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
け
付
け

は
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら

示
さ
れ
た
期
日
以
降
に
実
施

問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　
　

都
城
地
域
事
務
所 

☎
23-

3
9
4
4

国
家
公
務
員（
高
卒
）

●
区
分　

①
海
上
保
安
大
学
校
学
生

　
　
　
　

②
気
象
大
学
校
学
生

●
試
験
日　

11
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

●
受
付
期
間

　

8
月
28
日
㈭
〜
9
月
9
日
㈫

問　

人
事
院
九
州
事
務
局

（
〒
812-
0
0
1
3　

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
2-

11-
1
）

☎
0
9
2-

4
3
1-
7
7
3
3

環
境
ま
つ
り
実
行
委
員

　

環
境
ま
つ
り（
11
月
開
催
予
定
）
の
企

画
運
営
を
行
な
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

環
境
活
動
の
紹
介
や
環
境
に
や

さ
し
い
商
品
の
紹
介
・
販
売
、
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
活
動
を

し
て
い
る
人

問　

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

☎
23-

2
1
3
0　

FAX 

25-

6
2
0
0 

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

地
域
環
境
保
全
功
労
者

●
対
象　

環
境
美
化
や
ご
み
の
減
量
化
、

自
然
環
境
や
地
球
環
境
な
ど
の
環
境
分
野

全
般
に
わ
た
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
市
民
団
体
、
事
業
者
、
学
校
、
個
人　

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

●
表
彰
式　
「
環
境
ま
つ
り
／
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」（
10
月
開
催
予
定
）会
場

問　

所
定
の
推
薦
書
を
、
8
月
22
日
㈮

ま
で
に
環
境
政
策
課

☎
23-

2
1
3
0　

FAX 

25-

6
2
0
0

都
城
市
美
術
展
作
品

●
部
門

第
1
部
門　

絵
画（
油
彩
・
水
彩
・
版
画
）・

　

彫
刻
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

第
２
部
門　

写
真

第
３
部
門　

書

第
４
部
門　

工
芸

●
会
期　

9
月
12
日
㈮
〜
28
日
㈰

●
応
募
資
格　

都
城
市
・
三
股
町
お
よ
び

鹿
児
島
県
曽
於
市
・
志
布
志
市
・
大
崎
町

の
在
住
者
、
元
在
住
者
、
出
身
者
、
就
業

者
お
よ
び
就
学
者　

※
中
学
生
以
下
除
く

●
規
定　

自
作
で
未
発
表
の
も
の
、

　
　
　
　

1
人
1
部
門
2
点
以
内

●
搬
入
日　

8
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　
　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
出
品
料　

1
点
1
、5
0
0
円

　
　
　
　
　

※
高
校
生
は
無
料

問　

美
術
館　

☎
25-

1
4
4
7
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指
定
管
理
者

　

市
の
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
を
行
な
う

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平

成
24
年
3
月
31
日
ま
で
の
管
理
運
営（
梅

北
児
童
館
・
鷹
尾
児
童
館
・
太
郎
坊
児
童

館
・
高
木
児
童
館
・
下
水
流
児
童
館
・
安

久
児
童
館
・
神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー
・
都
原

児
童
セ
ン
タ
ー
は
平
成
21
年
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
）

※
志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
業
務
な
ど

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

【
勤
労
身
体
障
害
者
教
養
文
化
体
育
施
設

志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

8
月
4
日
㈪
〜
9
月
3
日

㈬
に
障
害
福
祉
課
で
配
布

問　

9
月
4
日
㈭
〜
10
日
㈬
に

　
　
　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

【
梅
北
児
童
館
・
鷹
尾
児
童
館
・
太
郎
坊
児
童
館
・

高
木
児
童
館
・
下
水
流
児
童
館
・
安
久
児
童
館
・

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー
・
都
原
児
童
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

8
月
4
日
㈪
〜
9
月
3
日

㈬
に
こ
ど
も
課
で
配
布

●
説
明
会　

8
月
19
日
㈫　

10
時
〜

　
　
　
　
　

市
役
所
南
別
館
第
1
会
議
室

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問　

9
月
1
日
㈪
〜
5
日
㈮
に

　
　
　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

【
老
人
い
こ
い
の
家
】

●
募
集
要
項　

8
月
4
日
㈪
〜
9
月
3
日

㈬
に
健
康
長
寿
課
で
配
布

●
説
明
会　

8
月
28
日
㈭　

14
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

老
人
い
こ
い
の
家（
郡
元
町
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問　

9
月
1
日
㈪
〜
5
日
㈮
に

　
　
　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
0
2

【
母
智
丘
・
関
之
尾
公
園
、
金
御
岳
公
園
】

●
募
集
要
項　

8
月
12
日
㈫
〜
9
月
2
日

㈫
に
商
業
観
光
課
で
配
布

●
説
明
会

①
母
智
丘
・
関
之
尾
公
園　

9
月
4
日
㈭

　

13
時
〜　

母
智
丘
公
園
ス
テ
ー
ジ
横

②
金
御
岳
公
園　

9
月
5
日
㈮　

13
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

サ
シ
バ
の
館

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問　

9
月
8
日
㈪
〜
12
日
㈮
に

　
　
　

商
業
観
光
課　

☎
23-
2
6
1
5

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】

●
募
集
要
項　

8
月
4
日
㈪
〜
9
月
3
日

㈬
に
生
涯
学
習
課
で
配
布

●
説
明
会　

8
月
18
日
㈪　

9
時
〜
10
時

　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問　

9
月
1
日
㈪
〜
5
日
㈮
に

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

※
募
集
要
項
配
布
と
申
し
込
み
は
、
土
・

日
曜
日
を
除
く
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

雇
用
拡
大
の
た
め
の
事
業
ア
イ
デ
ア

　
「
ふ
る
さ
と
で
働
き
た
い
」
と
い
う
思

い
を
実
現
す
る
た
め
、
都
城
市
と
三
股
町

が
連
携
し
て
都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

を
設
置
し
、
来
年
度
か
ら
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
経

営
や
販
売
戦
略
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
れ
ば
新

規
創
業
に
踏
み
切
れ
る
の
に
」「
Ｕ
タ
ー

ン
情
報
が
載
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

あ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
な
ど
、
雇
用
拡
大

に
つ
な
が
る
自
由
な
ア
イ
デ
ア
（
ソ
フ
ト

事
業
に
限
る
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照

●
応
募
締
切　

9
月
19
日
㈮

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

FAX 

25-

6
2
0
0

kogyo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

都
城
市
民
劇
団
員

　

結
成
か
ら
18
年
の
歴
史
を
持
つ
市
民
劇

団
の
一
員
と
し
て
、
施
設
や
幼
稚
園
、
学

校
な
ど
で
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

演
劇
に
興
味
の
あ
る
人　

※
年
齢
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

●
練
習
日　

毎
週
火
曜
日　

19
時
30
分
〜

●
練
習
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館

問　

都
城
市
民
劇
団（
長
沼
）　

　
　
　

☎
37-

1
6
8
9
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シ
ー
フ
ー
ド
料
理
作
品

　
「
夕
飯
に
食
べ
た
い
！　

お
魚
料
理
」

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
で
と
れ
る
水
産
物
を

使
っ
た
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
人
で
魚
料
理

の
好
き
な
人　

※
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み

●
規
定　
「
み
や
ざ
き
の
さ
か
な
」15
種

の
1
つ
を
主
材
料
に
使
い
、
材
料
費
4
人

前
3
、0
0
0
円
以
内
、
調
理
時
間
50
分

以
内
で
で
き
る
作
品　

※
雑
誌
・
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
未
発
表
の

も
の

　

8
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、性
別
、メ
ニ
ュ
ー

名
、材
料
、作
り
方
、こ
つ
な
ど
を
明
記
し
、

料
理
の
写
真
ま
た
は
イ
ラ
ス
ト
を
添
付
し

て
、
宮
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
漁
政

課（
〒
880-

0
8
5
8 

宮
崎
市
港
二
丁
目

6
番
地
）に
郵
送

問　

宮
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
漁
政

課　

☎
0
9
8
5-

28-

6
1
1
1

都
城
市
少
年
少
女
合
唱
団
員

●
対
象　

3
歳
〜
小
学
6
年
生

※
中
学
生
以
上
は
面
談

●
練
習
日　

土
曜
日　

18
時
〜
20
時
、

　
　
　
　
　

日
曜
日　

9
時
〜
12
時

●
練
習
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館

問　

都
城
市
少
年
少
女
合
唱
団（
飯
干
）

☎
0
9
0-

8
2
2
6-

0
0
6
3

上
長
飯
霊
地
公
園
墓
地
利
用
者

　

上
長
飯
霊
地
公
園
の「
か
」
と「
み
」
の

区
画
の
墓
地
利
用
者
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

●
貸
出
区
画

「
か
」と「
み
」の
7
0
0
区
画
程
度

●
応
募
条
件　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人　

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
現
在
ほ
か
の
市
営
墓
地
を
使

用
し
て
い
る
人
で
墓
地
を
移
転
し
た
い
人

③
使
用
許
可
後
3
年
以
内
に
納
骨
塔
な

ど
の
建
立
が
で
き
る
人　

④
墓
地
使
用

料
（
1
区
画
40
万
円
）、
管
理
料（
5
年

分
1
万
5
、0
0
0
円
）
を
一
括
で
納
付

で
き
る
人

※
申
し
込
み
は
1
世
帯
1
区
画
の
み
。

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

問　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

 

催　

し

Event

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

●
日
時　

8
月
22
日
㈮　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

※
入
場
無
料

●
内
容　

神
庭
重
信
さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
教
授
）
に
よ
る
講
演「
う
つ
病
の
気

づ
き
と
対
処
法
」

問　

8
月
18
日
㈪
ま
で
に
都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23-

4
5
0
4

高
城
観
音
池
ま
つ
り

●
日
時　

8
月
31
日
㈰　

14
時
〜
22
時　

●
場
所　

観
音
池
公
園　

　
　
　
　

※
荒
天
時
は
高
城
総
合
体
育
館

●
内
容　

花
相
撲
大
会
、郷
土
芸
能
発
表
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
な
ど

問　

高
城
観
光
協
会　

☎
58-

6
9
0
0

フ
ァ
ミ
リ
ー
英
語
キ
ャ
ン
プ

●
日
程　

8
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
場
所　

宮
崎
県
御
池
青
少
年
自
然
の
家

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
を
含
む
家
族
、

30
家
族（
1
0
0
人
）　

※
先
着
順

●
内
容　

家
族
で
作
ろ
う
飯
ご
う
炊
さ

ん
、
国
際
交
流
員
と
英
語
で
遊
ぼ
う
ほ
か

問　

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
宮
崎
県
御
池

青
少
年
自
然
の
家　

☎
33-

1
4
1
4

「
共
生
社
会
を
目
指
し
た
学
校
・

地
域
づ
く
り
」セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

特
別
支
援
教
育
や
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

●
日
時　

8
月
24
日
㈰　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

五
瀬
浩
さ
ん（
熊
本
ろ
う
学
校

教
諭
）
に
よ
る
講
演「
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
の
理
解
と
支
援
」、
ミ
ニ
講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

問　

都
城
さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校

　
　
（
旧
都
城
ろ
う
学
校
）

　
　

☎
22-
0
6
5
8
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暮らしの情報

 
講
座·

教
室

Course·Class
子
育
て
講
座（
無
料
）

●
日
時　

9
月
3
日
㈬　

10
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象
・
定
員　

乳
幼
児
の
保
護
者
、
50

人　

※
託
児（
30
人
）あ
り
。
要
予
約

●
内
容　

山
口
育
子
さ
ん（
チ
ッ
チ
キ
ン

ダ
ー
ガ
ー
デ
ン
園
長
）
の
講
演「
い
っ
こ

さ
ん
の
楽
し
い
子
育
て
」

問　

8
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
ち
び
っ
こ
☆

パ
ラ
ダ
イ
ス　

☎
22-

1
6
5
9

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

9
月
28
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

●
定
員　

12
組　

※
申
し
込
み
必
要

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

16　
ミ
リ
映
写
機

操
作
免
許
取
得
講
習
会（
無
料
）

●
日
時　

8
月
22
日
㈮　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

図
書
館
3
階
小
会
議
室

●
対
象
・
定
員 

1
職
場（
団
体
）2
人
ま

で
、
20
人　

※
先
着
順

問　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務

先（
所
属
団
体
）、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

☎
・
FAX 

21-

2
5
6
5

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る「
よ

か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
し
て
い
た
だ

く
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登

録
、
認
定
を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

●
日
時　

8
月
21
日
㈭

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
持
ち
、
市
内

の
学
習
者
を
指
導
で
き
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導
経
歴

ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
者
で
、
現

在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

者
か
ら
指
導
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
人

※
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
分

野
は
1
分
野
で
、
推
薦
は
1
回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚（
縦
4
㌢

×
横
3
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用
具
を
持
参

問　

8
月
20
日
㈬
ま
で
に

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

よ
か
・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
中
国
語（
初
級
）】

●
日
時　

第
2
水
曜
日　

　
　
　
　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0
円

　
　
　
　
（
冷
暖
房
費
別
）

※
学
習
料
は
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

き
ら
り
楽
習
教
室

　

成
人
を
対
象
に
7
人
以
上
で
開
催
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
英
会
話
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
1
・
4
木
曜
日（
9
月

4
日
か
ら
全
6
回
）　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

五
十
市
地
区
公
民
館

●
費
用　

3
、0
0
0
円（
参
加
費
）＋

2
0
0
円（
教
材
費
）　

※
冷
暖
房
費
別

【
パ
ス
タ
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
1
水
曜
日（
9
月
3
日

か
ら
全
6
回
）　

9
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
12
月
は
第
2
水
曜
日

●
場
所　

山
之
口
地
区
公
民
館

●
費
用　

3
、0
0
0
円（
参
加
費
）＋

4
、8
0
0
円（
教
材
費
）

問　

8
月
22
日
㈮
ま
で
に

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

☎
23-

4
0
8
0
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親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
後
期
）

●
日
程　

9
月
10
日
㈬
〜
11
月
12
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日（
全
10
回
）　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
で
、今
年
度
中
に
3
、

4
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

30
組　

※
申
し
込
み
必
要

●
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
費
用　

1
組
3
、0
0
0
円

※
子
ど
も
2
人
の
場
合
は
4
、0
0
0
円

問　

8
月
20
日
㈬
ま
で
に
、電
話（
9
時

〜
17
時
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
明
記
）で
、都
城
地
区
施
設
協
会

☎
24-

6
4
5
4 

FAX 

24-

6
4
6
0

高
城
学
び
の
広
場
陶
芸
教
室

　

好
み
の
形
や
色
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
芸
作

品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
受
講
は
原
則
1
人

1
講
座
で
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

各
講
座
10
人

●
場
所　

竹ち
く
ら
か
ん
楽
館（
高
城
町
）

●
受
講
料　

無
料　

※
粘
土
代
必
要

●
そ
の
他　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加

く
だ
さ
い
。
作
品
の
完
成
は
受
講
最
終
日

の
約
1
カ
月
後
の
予
定

【
ス
ー
プ
カ
ッ
プ
】

●
日
程　

9
月
1
日
㈪
・
8
日
㈪
・

　

22
日
㈪
・
29
日
㈪
の
10
時
〜
11
時
30
分

●
粘
土
代　

約
1
、5
0
0
円

【
ミ
ニ
す
り
鉢
】

●
日
時　

9
月
5
日
㈮
・
12
日
㈮
・

　

19
日
㈮
の
10
時
〜
11
時
30
分

●
粘
土
代　

約
1
、0
0
0
円

【
植
木
鉢
】

●
日
時　

10
月
2
日
㈭
・
9
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
粘
土
代　

約
1
、5
0
0
円

【
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト（
茶
香
炉
）】

●
日
時　

10
月
3
日
㈮
・
10
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
粘
土
代　

約
1
、0
0
0
円

問　

8
月
21
日
㈭
ま
で
に

　
　
　

高
城
教
育
課　

☎
58-

2
3
1
7

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室（
無
料
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
い
う
病
気
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
本
人
と
ど
う
付
き
合

い
回
復
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を

学
び
ま
す
。（
毎
月
第
4
木
曜
日
に
開
催
）

※
事
前
申
し
込
み
必
要

●
日
時　

8
月
28
日
㈭　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
む
家

族
、
友
人
な
ど

　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
が
必
要

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
講
座
】

●
日
時　

8
月
22
日
㈮　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

20
人

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23-

2
0
0
1

料
理
教
室（
無
料
）

●
日
時　

9
月
5
日
㈮　

9
時
30
分
〜

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
場
所　

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

●
内
容　

地
元
の
鶏
肉
と
酢
を
使
っ
た
料

理
の
実
習　

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
持
参

問　

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
都
城
調
理
師
高
等
専
修

学
校（
都
島
町
）

☎
22-

4
6
2
6　

FAX 

22-

5
7
1
6

２
級
ヘ
ル
パ
ー
講
習（
無
料
）

●
対
象　

県
内
在
住
の
求
職
者
で
、
お
お

む
ね
60
歳
代
前
半
の
人

●
定
員　

20
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
期
間　

9
月
8
日
㈪
〜
10
月
24
日
㈮

●
場
所　

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

問　

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
880-

0
0
5
1　

宮
崎
市
江
平
西
1-

3-

6-

8
3
1
）

☎
0
9
8
5-
31-

3
7
7
5

FAX 

0
9
8
5-
31-
3
7
7
6
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暮らしの情報

 
講
座·

教
室

Course·Class
健
康
教
室（
無
料
）

●
日
程
・
内
容

8
月
20
日
㈬
肺
が
ん
・
肝
炎

9
月
19
日
㈮
乳
が
ん
の
お
話

●
時
間　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

三
州
病
院（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
申
し
込
み
必
要

問　

三
州
病
院　

☎
22-

0
2
3
0

勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

●
場
所　

勤
労
者
会
館（
東
町
）　

※
事
前
予
約
が
必
要

【
簡
単
着
付
け
教
室
】

●
日
時　

8
月
28
日
㈭

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

10
人

【
さ
わ
や
か
な
人
生
設
計
講
座
〜

上
手
な
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
】

●
日
時　

9
月
5
日
㈮　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

20
人

【
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
】

●
日
時　

9
月
6
日
㈯　

13
時
〜
16
時

●
定
員　

16
人　

※
材
料
費
5
0
0
円

問　

勤
労
者
会
館　

　
　
　

☎
23-

1
1
5
1

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会（
無
料
）

●
日
時　

8
月
23
日
㈯　

17
時
〜（
講

義
）、
8
月
24
日
㈰　

9
時
〜（
実
技
）

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得

し
た
い
人　

※
競
技
歴
は
問
い
ま
せ
ん

問　

8
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
市
陸
上

競
技
協
会
事
務
局　

☎
26-

4
5
1
0

 

相　

談

Counseling
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

8
月
22
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
2
階
大
会
議
室

8
月
26
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
1
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

8
月
19
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館

8
月
21
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

8
月
19
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
2
階
会
議
室

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

8
月
19
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

8
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す

る
秘
密
は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

8
月
20
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、

金
銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約 

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25-

3
2
4
0

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座

振
替
に
よ
る
支
払
い
が
可
能
に

●
対
象　

今
年
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
年
金
差
し
引
き
と
な
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
今
年
10
月
か
ら
差

し
引
き
予
定
と
な
っ
て
い
る
人
で
、
次

の
①
ま
た
は
②
の
要
件
を
満
た
す
人

①
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人（
本
人
）

②
世
帯
主
、
ま
た
は
配
偶
者
が
い
る
人

で
、
本
人
の
年
金
収
入
が
1
8
0
万

円
未
満
の
人

●
手
続
方
法　

金
融
機
関
の
窓
口
で
口

座
振
替
の
手
続
き
を
行
い
、「
本
人
控
え
」

を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課（
高
城
総
合
支

所
は
財
務
課
）の
窓
口
へ

※
申
し
出
は
随
時
で
き
ま
す
が
、
申
し

出
時
期
に
よ
り
口
座
振
替
開
始
時
期

お
よ
び
年
金
差
し
引
き
中
止
時
期
が

異
な
り
ま
す

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
4
2
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総
合
文
化
ホ
ー
ル

駐
車
場
を
増
設
し
ま
し
た

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
来
館
者
用
駐
車
場

と
し
て
、
ホ
ー
ル
に
隣
接
す
る
第
1
駐

車
場（
約
1
7
0
台
）、
Ｊ
Ｒ
都
城
駅

西
側
の
第
2
駐
車
場（
約
1
6
0
台
）

に
加
え
、
駅
北
側
の
市
営
都
城
駅
北
駐

車
場（
約
80
台
）
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
不
足
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
や
自
家
用
車
の
乗
り
合
わ
せ
な
ど

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー

ル
に
隣
接
す
る
神
柱
宮
境
内
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
近
隣
店
舗
へ
の

駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

　
　

☎
23-

7
1
4
0

２
次
募
集

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」

「
 18
歳
〜
 39
歳
の
健
康
診
査
」

●
受
診
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
大
岩
田
町
）

※
歯
周
疾
患
検
診
は
歯
科
医
師
会
に
加

入
す
る
各
歯
科
医
療
機
関

●
自
己
負
担 

日
帰
り
ド
ッ
ク
5
、0
0

0
円
、
歯
周
疾
患
検
診
6
0
0
円
、
18

歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
1
、5
0
0
円

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
印

鑑
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
窓
口
で
。
18
歳
〜
39
歳
の
健
康

診
査
は
、
電
話
受
け
付
け（
☎
23-

2
6

3
4
）

【
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
】

●
対
象　

①
〜
④
全
部
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
19
年
4
月
1
日
〜
昭
和
44
年
3

月
31
日
生
ま
れ
の
人（
今
年
度
内
で

満
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
）

②
今
年
4
月
1
日
現
在
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
で
、
受
診
日
に
お
い

て
も
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
人

③
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
健
康
長
寿
課
の
実
施
す
る「
特
定
健

康
診
査
」
を
受
診
し
て
い
な
い
人

●
受
診
期
間　

10
月
1
日
㈬
〜
11
月
13

日
㈭（
総
合
支
所
管
内
）、
11
月
14
日

㈮
〜
21
年
1
月
31
日
㈯（
本
庁
管
内
）

●
定
員　

4
0
0
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

【
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査
】

●
対
象　

①
〜
③
全
部
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
44
年
4
月
1
日
〜
平
成
3
年
3

月
31
日
生
ま
れ
の
人（
今
年
度
内
で

満
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
人
）

②
今
年
4
月
1
日
現
在
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
で
、
受
診
日
に
お
い

て
も
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
人

③
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●
受
診
期
間　

9
月
〜
11
月

●
定
員　

2
0
0
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
3
4
、

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
公
表

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
基
本
計
画
 （案）

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本

計
画
（案）
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
意
見
の

概
要
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
公
表
し
ま
す
。

●
公
表
開
始
日　

8
月
1
日
㈮

●
公
表
場
所　

環
境
施
設
課
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
2
階
）、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
能

問　

環
境
施
設
課　

☎
23-

3
3
1
9

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

再
生
家
具・自
転
車
販
売

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
家
具（
20
点
程

度
）
や
自
転
車（
15
台
程
度
）
な
ど
を
再

生
し
、
抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
対
象　

都
城
市
、
三
股
町
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
人　

※
1
人
1
口

●
応
募
期
間　

8
月
17
日
㈰
〜
9
月
7

日
㈰　

12
時
ま
で　

●
抽
選
日
時　

9
月
7
日
㈰　

14
時
〜

問　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　

☎
36-

3
9
0
0

ご
存
じ
で
す
か

障
が
い
者（
児
）の
各
種
手
当

●
手
当
の
種
類
・
対
象　

①
特
別
障
が

い
者
手
当（
20
歳
以
上
で
重
度
の
障
が

い
が
2
つ
以
上
あ
る
か
、
そ
れ
と
同
程

度
以
上
の
状
態
に
あ
る
人
）　

②
障
が

い
児
福
祉
手
当（
20
歳
未
満
で
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
人
）　

③
特
別
児
童
扶

養
手
当（
20
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
）

※
こ
れ
ら
の
手
当
は
在
宅
の
人
が
対
象

で
す
。
手
当
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

入
院
ま
た
は
施
設
入
所
し
て
い
る
人

は
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
手
当
受
給
者
で
入
院
ま
た
は
施

設
入
所
し
た
人
は
連
絡
く
だ
さ
い

問　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0
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暮らしの情報

 
お
知
ら
せ

Inform
ation

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

●
対
象　

今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
今
年
4
月
1
日
以
降
に
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
を
受
け
た
人
は
除
く

●
定
員　

各
日
程
20
人　

※
先
着
順

●
日
程　

※
時
間
は
14
時
〜

９
月

  

3
日
㈬
・
5
日
㈮
・
10
日
㈬
・
12
日
㈮

  

17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
24
日
㈬
・
26
日
㈮

10
月

  

1
日
㈬
・
3
日
㈮
・
8
日
㈬
・
10
日
㈮

  

15
日
㈬
・
17
日
㈮
・
22
日
㈬
・
24
日
㈮

  

29
日
㈬
・
31
日
㈮

11
月

  

5
日
㈬
・
7
日
㈮
・
12
日
㈬
・
14
日
㈮

  

19
日
㈬
・
21
日
㈮
・
26
日
㈬

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

問
診
、
骨
塩
量
測
定
検
査
、

医
師
に
よ
る
結
果
説
明

●
検
診
料　

3
0
0
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

証
明
書
提
示
で
免
除

問　

健
康
長
寿
課 

☎
23-

2
7
6
5

地
籍
図（
簿
）の
閲
覧

　

平
成
19
年
度
実
施
の
地
籍
調
査
で
作

成
し
た
地
籍
図（
簿
）
を
確
認
く
だ
さ

い
。
閲
覧
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象

　

美
川
町
お
よ
び
高
野
町
の
一
部
（
字

名
：
滝
頭
、
水
上
、
板
川
内
、
後
ケ
迫
）

●
場
所
・
期
間

西
岳
地
区
公
民
館  

8
月
12
日
㈫
〜
21
日
㈭

9
時
30
分
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
も
閲
覧
で
き
ま
す

農
村
整
備
課  

8
月
22
日
㈮
〜
9
月
4
日
㈭

9
時
〜
16
時

問　

農
村
整
備
課　

☎
23-

2
9
8
2

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
収
集

●
収
集
す
る
も
の　

肥
料
袋
、農
薬
袋
、

ベ
ー
ラ
ー
ラ
ッ
プ
、
暖
房
用
ダ
ク
ト
、

Ｐ
Ｏ
系
フ
ィ
ル
ム
、
谷
シ
ー
ト
、
ポ
リ

ポ
ッ
ト
、ポ
リ
マ
ル
チ
、か
ん
水
チ
ュ
ー

ブ　※
止
水
シ
ー
ト
、
黒
色
の
サ
イ
ロ
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん

●
日
程

8
／
26
㈫　

9
時
〜
16
時

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
都
城
姫
城
農
産
セ
ン
タ
ー

8
／
27
㈬　

9
時
〜
16
時 

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
都
城
高
城
農
産
セ
ン
タ
ー

8
／
28
㈭　

9
時
〜
16
時 

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
都
城
山
田
農
産
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

①
処
理
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
権
利
量

分
の
み
無
料　

②
処
理
券
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
1
㌔

当
た
り
22
円
5
銭（
現
金
徴
収
）

●
そ
の
他　

処
理
券
、
印
鑑
を
持
参

※
排
出
す
る
も
の
は
乾
燥
さ
せ
て
10
㌔

程
度
に
束
ね
、
同
種
の
資
材
で
縛
っ

て
搬
入

問　

農
政
課　

☎
23-

2
7
6
8

障
が
い
者（
児
）各
種
手
当
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
が
い

者
手
当
、
障
が
い
児
福
祉
手
当
、
経
過

的
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
8
月

11
日
㈪
〜
18
日
㈪
の
期
間
に
所
得
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
者
へ

の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

障
害
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
、
市
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

（
法
務
局
で
滅
失
登
記
し
た
場
合
は
不

要
）。
現
地
を
確
認
し
建
物
が
滅
失
し

て
い
た
場
合
、
そ
の
家
屋
に
つ
い
て
の

固
定
資
産
税
は
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、住
宅
を
取
り
壊
す
と
、

住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る
土

地
に
つ
い
て
「
住
宅
用
地
の
軽
減
措
置
」

の
適
用
が
な
く
な
り
、
住
宅
を
取
り
壊

し
た
翌
年
か
ら
軽
減
措
置
の
な
い
通
常

の
税
額
に
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

資
産
税
課　

☎
23-
2
1
2
4

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
記
載
内
容

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
か
ら
74
歳
の
人
に
は
、
8
月
1
日
以

降
に
使
え
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証（
保
険
証
）
を
、

7
月
末
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
送
し
た
人
の
中
に
は
、
保
険

証
に
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
に

つ
い
て「
2
割　

※
平
成
21
年
3
月
末

日
ま
で
は
1
割
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
に
お
い
て

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
、
医
療
機
関

で
の
自
己
負
担
割
合
が
1
割
か
ら
2
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
た
め
で
す
。

　

た
だ
し
、
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
に
お
い
て
凍

結
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
凍
結

さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
21
年
3
月
ま
で

に
保
険
証
の
差
し
替
え
を
送
り
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
3
4

水
位
の
変
化
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

岩
瀬
川
は
、
岩
瀬
川
発
電
所
・
猿
瀬

発
電
所
の
出
力
変
動
の
た
め
、
水
量
が

増
減
し
ま
す
。
河
川
に
入
る
場
合
は
、

天
候
に
か
か
わ
ら
ず
水
位
の
変
化
に
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

宮
崎
県
企
業
局
工
務
課　
　

　
　

☎
0
9
8
5-

26-

9
7
6
9
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原
爆
被
爆
者
２
世
健
診（
無
料
）

●
対
象　

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者

健
康
手
帳
を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆
投

下
後
に
生
ま
れ
た
人（
胎
児
被
爆
者
除

く
）
で
、
健
康
診
断
の
受
診
を
希
望
す

る
人　

※
異
常
を
訴
え
る
人
を
優
先

●
期
間　

9
月
〜（
予
定
）　

※
詳
細

な
日
程
、
実
施
医
療
機
関
は
後
日
通
知

問　

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
、
任
意
の

様
式
に「
被
爆
者
2
世
健
診
申
込
」
と

書
き
、
本
人
の
住
所･

氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号･

過
去
の
受
診
歴（
年
度
お
よ
び
受
診
結

果
）、
親
の
住
所･

氏
名
・
電
話
番
号
・

被
爆
者
健
康
手
帳
の
番
号
を
列
記
し
、

封
書
で
宮
崎
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進

課
疾
病
対
策
担
当（
〒
880-

8
5
0
1

宮
崎
市
橘
通
東
二
丁
目
10
番
1
号
）

☎
0
9
8
5-

26-

7
0
7
9

ふ
る
さ
と
宮
崎
就
職
相
談
窓
口

無
料
職
業
紹
介

　

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
宮
崎
人

材
バ
ン
ク
」
を
利
用
し
た
無
料
職
業
紹

介
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

①
県
外
在
住
で
宮
崎
県
内
に

就
職
を
希
望
す
る
人　

②
宮
崎
県
内
に

事
業
所
が
あ
り
、
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
の
採
用
計
画
の
あ
る
企
業

●
内
容　

求
人
、
紹
介
状
の
発
行
な
ど

●
窓
口　

宮
崎
県
東
京
事
務
所（
☎
0

3-

5
2
1
2-

9
0
0
7
）、
宮
崎
県

大
阪
事
務
所（
☎
0
6-

6
3
4
5-

7

6
3
1
）、
宮
崎
県
福
岡
事
務
所（
☎

0
9
2-
7
2
4-

6
2
3
4
）

問　

宮
崎
県
労
働
政
策
地
域
雇
用
担
当

　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
1
0
5

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
8/14
（木）

ふくしまクリニック（内・消・小）46-5001
黒松病院（内） 38-1120
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
たかお浜田（外・内） 22-8818
土井外科（外・胃・内） 22-1825
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
尾本歯科医院 22-8877

8/15
（金）

野辺医院（内・胃） 22-0153
松山医院（内・呼・リュ） 24-1046
政所医院（内・小） 58-2171
吉松病院（外・整） 25-1500
横山病院（泌） 22-2806
丸田病院（産・婦） 23-7060
片平歯科医院 25-9300

8/17
（日）

有川医院（呼・胃） 24-6677
とくとめクリニック（内・循・消）26-1820
仮屋医院（内・小） 36-0521
福島外科（外・胃） 38-1633
山下医院（胃・外） 52-1348
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
中条歯科医院 52-1537

8/24
（日）

田中内科（内） 23-5872
久保原田中（内・小） 22-7700
大橋クリニック（内・消・リハ）37-0539
仮屋外科（外・胃・内・肛門）25-7712
庄内医院（外・内・整） 37-0522
ふたみ眼科（眼） 38-5532
田中歯科医院 25-6677

8/31
（日）

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
沖水こどもクリニック（小）27-5656
畠中医院（内） 52-6000
もちお蛯原医院（整・形成）21-5355
山路医院（外・内） 64-3133
くぼた眼科（眼） 26-3100
土持歯科医院 25-8148

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
8/17 ㈰ つくし、都北町、ひむか調剤

蔵原店、そうごう志和池店
8/24 ㈰ しびた、都北町、ふれあい
8/31 ㈰ 沖水、もちおさくら、たかお、

プリマリー、そうごう山田店

霧
島
市 

第
３
回
天
孫
降
臨

霧
島
祭
〜
４
大
ま
つ
り
〜

【
第
11
回
南
九
州
神
楽
ま
つ
り
】

●
日
時　

8
月
23
日
㈯　

17
時
30
分
〜

●
場
所　

霧
島
神
宮

●
入
場
料　

小
学
生
以
上
3
0
0
円

●
そ
の
他　

お
じ
ゃ
ん
せ
市（
農
産
加
工

品
、
工
芸
品
な
ど
の
販
売
）
も
24
日
㈰
ま

で
同
時
開
催

【
霧
島
神
宮
奉
納
太
鼓
ま
つ
り
】

●
日
時　

8
月
24
日
㈰　

13
時
〜　

●
場
所　

霧
島
神
宮

●
入
場
料　

無
料

【
感
響
'08 
〜TheTA

IK
O

霧
島
〜
】

●
日
時　

8
月
29
日
㈮　

19
時
〜　

●
場
所　

霧
島
市
民
会
館

●
入
場
料

　

高
校
生
以
上
2
、0
0
0
円

　

中
学
生
以
下
1
、0
0
0
円

【
第
23
回
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り
】

●
日
時　

8
月
30
日
㈯　

17
時
〜

●
場
所　

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

●
入
場
料　

小
学
生
以
上
3
0
0
円

問　

霧
島
市
観
光
案
内
所　

　
　

☎
0
9
9
5-

57-

1
5
8
8

え
び
の
市 

大
太
鼓
踊
り（
南
方
神
社
大
祭
）

●
日
時　

8
月
31
日
㈰　

13
時
〜

●
場
所　

え
び
の
市
西
長
江
浦
地
区
の
南

方
神
社（
諏
訪
神
社
）

問　

え
び
の
市
観
光
商
工
課　

　
　

☎
0
9
8
4-

35-

1
1
1
1

Inform
ation 

環
霧
島
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「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図書館の蔵書数って？

　皆さんは図書館にどれくらいの本
があるかご存じですか？
　現在、なんと約 37 万冊の蔵書が
あります。昨年度入った図書は約 1
万 4 千冊で、単純に 365 日で割って
も、1日に 40 冊弱の新刊図書が入っ
てきていることになります。文芸書
だけではなく、料理、スポーツ、健
康、旅行などの実用書をはじめ、あ
らゆる分野の本がそろっていますの
で、もっともっと図書館の本を利用
してください！

本とお話の会
●9月13日㈯　14：30～
　三つのねがい（北欧民話）

おはなしのへや “そらまめ ”
●日時　8月28日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　4人の語り部による方言を使った昔
話語りです。対象は、児童から大人まで。
●日時　9月6日㈯　14：30～15：00
●演目　嫁さまときつね、ふしぎな
　　　　手ぬぐい、琴塚

宮沢賢治がイーハトーブと
呼んだ岩手県の雄大な自然
の写真と、賢治の不思議な
言葉が溶け合っています。

猛暑が続く夏は、熱中症に
気を付けましょう。正しい
予防と迅速な処置について
知ることが重要です。

今年の 8 月は北京オリン
ピック！　この機会に、中
国への理解をもっともっと
深めてみませんか？

8
16

9
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

8
／
21
㈭

菓
子
野
小
学
校

庄
内
小
学
校

乙
房
小
学
校

10
時
00
分
〜
10
時
30
分

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

11
時
45
分
〜
12
時
15
分

8
／
22
㈮

市
営
都
北
団
地

高
崎
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
40
分
〜
15
時
10
分

8
／
23
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

8
／
27
㈬

県
営
北
原
団
地

高
城
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

8
／
28
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

西
岳
地
区
公
民
館

谷
頭
児
童
館

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

8
／
30
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

山
之
口
地
区
公
民
館

市
営
一
万
城
北
団
地

10
時
45
分
〜
11
時
15
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

9
／
2
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

9
／
3
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

9
／
6
㈯

久
保
原
西
自
治
公
民
館

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

9
／
9
㈫

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

9
／
10
㈬

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

9
／
11
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

11
時
10
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
20
分
〜
15
時
30
分

休館日：8月18日、25日、9月1日、4日、8日、15日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

『
ま
る
わ
か
り　

中
国
の
歴
史
』

島
崎
晋（
著
）

Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ（
出
版
）

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ　

 

ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば
」

宮
沢
賢
治（
文
）・
松
田
司
郎（
写

真
・
解
説
）・
文
研
出
版（
出
版
）

「
知
っ
て
防
ご
う
熱
中
症
」

田
中
英
登（
著
）

少
年
写
真
新
聞
社（
出
版
）



　
　

広報カレンダー
※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先

Event
Calendar

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

8月に北京へ行くぞ！
　北京オリンピックが、いよいよ近づいてきました
ね。北京オリンピックは第29回夏季オリンピックで、
2008 年の 8月8日から 8月24日までの間、中国の
首都北京を主な会場として開催予定です。アジアで
夏季オリンピックが開催されるのは 1988 年の韓国・
ソウル大会以来 20 年ぶり3 回目で、中国では初開
催です。開会式は中国時間 2008 年 8月8日午後
8時 8分に行われる予定です。8は中国では縁起の
良い数と思われています。もちろん競技のほとんど
は北京で開催されて、そのうち開・閉会式、陸上競技、
サッカーは北京国家体育場（愛称：鳥の巣、命を
育てるという意味）で行われる予定です。北京以外
では、セーリングは沿岸部の都市青

チンタオ

島で、馬術は
香港馬術場で、サッカー予選は天

てんしん

津、秦
しんのうとう

皇島市、
瀋
しんよう

陽、上
シャンハイ

海の 4つの都市で開催される予定です。
　8月の北京で激しい競技が楽しめるばかりでなく、
この 3000 年以上の歴史を持っている古い都市で、
昔ながらの独特の文化や伝統を深く味わってもらう
こともできます。13 億の中国人は世界各国からの友
達を大歓迎します。

8月

14日㈭
18:30～

高城盆踊り［高城総合運動公園野球場］
問高城教育課　☎ 58-2317

14日㈭～
16日㈯

安楽寺盆踊り大会　［安楽寺］
問安楽寺（山之口町）　☎ 57-3838

17日㈰
13:30～

ムジカロックフェスティバル in2008
［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

22日㈮
13:30～

こころの健康づくり講演会［交流プラザ］
問都城保健所　☎ 23-4504

23日㈯
17:00～

横市商工会まつり　［横市地区公民館］
問横市商工振興会　☎ 22-2664

29日㈮
13:30～

盆地のヒロインわくわく集会［交流プラザ］
問盆地のヒロインわくわく集会実行委員会
☎ 38-1554

31日㈰
14:00～

高城観音池まつり　［観音池公園］
問観音池まつり実行委員会　☎ 58-2311

9月

13日㈯
15:00～

観
かんげつ

月と重
ちょうよう

陽の節句茶会
［旧後藤家商家交流資料館］
問旧後藤家商家交流資料館
☎ 58-6900

13日㈯～
15日㈪

都北地区学校創意工夫工作展
［交流プラザ］
問工業振興課　☎ 23-2753

8/14
～9/15

李 小姝（リ・ショウシュ）さん
（中国）　Vol.2



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられた
お便りの中から一部を紹介します

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 読者の

一言
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　8月18日、25日～9月11日
＊8月30日・31日、9月6日・7日は住民票の発行はできません
・「〈入門〉アートの疑問（？＆！）」収蔵作品展（～8月24日）
・第55回市美展（9月12日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　8月18日、25日、9月1日、8日
・「都城盆地の古墳の魅力～権力者たちの遺品～」（～9月28日）
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　8月18日、25日、9月1日、8日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　8月18日、25日、9月1日、8日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　8月18日、25日、9月1日、8日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　8月18日、25日、9月1日、8日
・観月と重陽の節句茶会　9月13日㈯　15：00～
□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
（夏休み期間中は毎夜開館）
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・部分月食を楽しむ会　　　　　8月17日㈰　４：00～
・自由研究のための星空観察会　8月24日㈰

※8月16日
　～9月15日の日程

・生後7カ月の息子がいます。まだ歯が生えていま
せんが、そろそろ前歯が生える時期。虫歯予防
頑張ります。 （高崎町・ひとみさん）

・周りの人がウオーキングを頑張っているのを見て、
75歳になる私のおばあちゃんも私と一緒に頑張っ
ています。 （下川東四丁目・Ｙさん）

・都会から帰郷して５年。食改推進員の活動を通
して自分や家族の健康、そして地区の人 と々の対
話を楽しんでいます。 （吉之元町・Ｙさん）

・6月号の「都城・歴史と文化の町づくり会議」
を読んで、歴史を語り継ぐことは素晴らしいこと
だと感じました。 （下水流町・Ｕさん）

・最近テレビでよく見る首藤真吾さん。都城出身と
は知りませんでした。なんだかグッと親しみやすく
なりました。 （花繰町・Ｋさん）

・都城には、触れ合いの場となる施設が他県より
たくさんあるので、とても良い環境だと感じてい
ます。これからも住みやすい都城であってほしい
ものです。 （高木町・かすみ草さん）

・毎日殺伐としたニュースばかりですが、コミュニ
ケーションを図って、よりよい近所付き合いを保
持していきたいものです。

 （鷹尾一丁目・ドラミさん）

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.32　

2008
年
8
月
号
）Vol.32
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編 集 後 記
　梅雨も明け、いよいよ夏本番。夏といえば海、お祭り
そして台風のシーズンでもあります。災害時は早めの情
報収集が大切です。市では災害発生時にホームページに
交通情報や避難所などの情報を公開していますので、ぜ
ひご活用ください。ホームページの話題をもう１つ。都
城市では 9月1日からホームページにバナー広告を掲載
します。市が広告業務を行うことについては異論もある
かと思いますが、財源確保のため何とぞご理解を。（一）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤24：30～

＜今後の放送予定＞
8月21日～ 31日
　「都城歴史資料館夏季企画展」
9月１日～ 10日
　「ゴミの減量とリサイクル」
9月11日～ 20日
　「都城市美術展」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
今
月
号
の
表
紙
で
紹
介
し
た
、
夏
の
訪
れ
を
告
げ

る
祭
り
は「
○
○
○
祭
り
」（
本
㌻
参
照
）

■問
②
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し

た
い
と
い
う
思
い
を
寄
付
と
い
う
形
で
実
現
で
き

る
制
度
は「
○
○
○
○
納
税
制
度
」

■問
③
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
は「
放
課
後
○
○
○
教
室
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
8
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役
所

秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゆ
ぽ
っ
ぽ
オ
リ
ジ
ナ
ル

美
容
保
湿
ジ
ェ
ル
2
本

◎
商
品
取
扱
事
業
者

か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ

（
山
田
町
）

☎
64-

3
7
1
1

◎
応
募
締
切　

9
月
1
日
㈪　

当
日
消
印
有
効

◎
発　
　

表　

本
紙
10
月
号

◎
6
月
号
当
選
者　

塩
屋　

美
智
子
さ
ん（
北
原
町
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
記
事
を
興
味
深
く
読
み
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を
よ
く

見
ま
す
が
、
実
感
し
に
く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
人

ご
と
と
考
え
ず
、
子
ど
も
や
孫
の
こ
と
を
考
え
、
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
参
加
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

□
6
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
45
通

◎
正　

解　

①
運
動　

②
文
化　

③
ハ
ロ
ー

●都城市現住人口

平成20年7月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 69,897世帯（　　　 0）
人口総数　168,560人 　（　　 -46）
　　　男　 78,933人 　（　　 -10）
　　　女　 89,627人 　（　　 -36）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

跳
はねと

人と一緒に夏が来た ～おかげ祭り～
　お祭り好きの都城っ子に夏の
訪れを告げるおかげ祭りが 7月
8・9日に行われました。9日の本
祭りでは 9 基の大灯ろうに幼児
用を含む 4 基の神

み こ し

輿が加わり、
神柱宮までの約1㌔を練り歩きま
した。祭りのクライマックスの練
り上げが始まると、神輿の到着
を待ちわびた満員のさじき席の
興奮は最高潮に達しました。
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交プラ

●日時：８月17日㈰ 13：30～
●会場：ウエルネス交流プラザ　ムジカホール
●料金：500円
●内容：18歳以下の10バンド（予定）の競演
●問い合わせ　ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26-7770

ムジカムジカ
ロックフェスティバルロックフェスティバル
inin2008 ～証［あかしあかし］～
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今年も
若者たちの
熱い夏がやってきた…
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都城
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島津家の名宝
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名宝
その4

●日時：８月23日㈯ 14：30開場 15：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●料金：【全席指定】 Ｓ席4,500円　
　　　　　　　　　　Ａ席4,000円
※チケット発売中。MJ友の会会員500円割引
　未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　
 　　　　　　　TEL23-7140
（チケット専用電話 TEL23-7190）

INFORMATION

西方は上方落語協会会長・桂三枝、
東方は若手落語家のリーダー的存在・春風亭小朝。
東西を代表する人気実力随一の二人、夢の顔合わせ！

桂三枝・春風亭小朝

東西落語名人会


